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⽒名︓ ⼭⽥晃嗣 

活動の概要 

学内ネットワーク等のシステム関係の全⾯更改をシステム管理らとともに⾏った。また、名⼯⼤

の先⽣らと共同研究等を⾏った。 

 

学内での活動 

 

1  システム委員会 

学内ネットワークや、学内サービス等のシステムに関する業務や、ネットワーク保守業者等との

定例会などに関わった。また、IAMAS 2021（期間 2/20〜2/23）のネットワーク環境も利⽤で

きるように環境を整備するなど、学⽣らと共と連携して⾏った。 

2  ネットワークの保守・運⽤などについて 

本学のネットワークの運⽤や保守など、ネットワーク環境の不具合・セキュリティ対応や利⽤⽅

法の調整を業者らと検討し実施した。 

3  ネットワークの契約更新について 

年度途中でネットワーク保守契約期限を迎えたため、新たに新規契約業務とそれに伴うネットワ

ーク⼊れ替えまでの細かい調整を⾏った。主な機能としては以下を導⼊した。 

・学内 LAN へ EAP-TLS の導⼊ 

・学内の認証を他要素認証に対応しシングルサイオンの実現 

・VDI への GPU 機能の導⼊など 

また、上記導⼊にあたりドキュメントの作成などをシステム管理とともに実施 

 

学内外での活動 

1  感性情報等を扱った研究（共同研究） 

名古屋⼯業⼤学 中村先⽣、中京⼤学 加納先⽣らと共にロボットと⼈間の共⽣に関する研究や、

オノマトペ・シソーラスマップについての研究を共同で⾏った。 

 

学外での教育活動 

1  朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で講師 

朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で、⾮常勤講師として「情報処理」の講義を担当した。 
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